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プラスチックって何

Åプラスチックは、主に石油（ナフサ）に由来する高分子物質（主に
合成樹脂）を主原料とした可塑性の物質

Å樹脂とは、元来、樹木から分泌される樹液が固まった物質。松脂、
柿渋、漆などがその代表格です。これらの樹脂は水に溶けにくく、
固まった（油分が揮発した）後には安定し、形を保持する性質があ
る。

Åプラスチック（Plastic ）の語源は、ギリシャ語の形容詞「plastikos
（可塑性のある）」。
可塑性とは、物質に物理的な力を加えることで変形させ、その形を
保持する性質。



自然に還りにくいプラスチック







主なプラスチックによる環境問題
1. 海洋プラスチック問題

2. 環境ホルモン・ダイオキシン等化学物質問題

3. 気候変動問題（CO2 排出問題）





増大するプラスチック生産
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プラスチック・リサイクルの現状
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出典：公益財団法人日本容器包装リサイクル協会資料・プラスチック容器包装リサイクル推進協議会久保
氏

パレット 再生樹脂

コンクリートパ
ネルとして使用

例

土木建築用資材
（例．車止め）

園芸農業用資材
（例．プラン

ター）

日用雑貨
（例．ごみ袋）

16

зЂϱϼи χ ᶈ ϒχ︡Ϥ ϙΥ

˹ θσЂФжϱЎϴ˔р ʾᶎ
˹зЂϱϼиРЅКІρзЂϱϼж˔χӾ

₡ Пᵀᴜӓ ᴜ ѫ ὑ



南筑後プラリサイクルの課題

課題：①プラスチック回収率が低い：５市町平均：14.4%（全国19.5%）
  

②地域循環が弱い 540t回収、容リ479t+ 製品プラ64ｔ→県外
油化(域内消費）２ｔ

材料リサイクル＝プラループで解決
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福岡筑後プラループ関係図
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生活に戻るプラ･リサイクルには、
高度なリサイクル技術が必要
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循環、見える化 生ごみ回収バケツづくり

いその(株） 回収プラ製品の中からPP樹脂単一化に向け選別・粉
砕・洗浄

PP製品単一化
へ手選別

★PP以外を仕分け

YKクリーン社にお
いてプラ製品分別

粉砕・洗浄



回収プラ製品の性能把握と物性調整及び最終製品への流れ いその
（株）

回収素材の均一混
合

回収素材
粉砕

材料確認（溶融テス
ト）

試験 造粒 調整材 撹拌

配合混合/ 調整

最終製品

※左：ｼｬﾙﾋﾟｰ衝撃試験機 右：ﾒﾙﾄﾌﾛｰﾚｰﾄ
（樹脂流動測定器）
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容器包装プラ（PP）の高品質リサイクルを目指して

小型品 容リ100％から製品プラ100％ 容リプラ100%の衣装ケース



環境意識を環境行動へ

環境リスク認知

責任帰属認知

対処有効性認知

実行可能性評価

便益費用評価

社会的規範評価

プラスアルファ



リサイクル行動の促進のために

Å収集の有料化

Å分別回収

Å地域の資源回収

実行可能性評価

やりやすさ・知識

便益費用評価

便益

費用 金銭・労力

社会的規範評価

町内会

PTA 育成会

主体的な意識

やりがい

参加意識・当事者意識



プラスチック市民行動を促進する要因(相関）
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分別行動を促進する回収システムの改善
と地域循環（見える化・実感）

Å(相関）回収システムの改善、プラ地域循環の実現で、分別回収率は

それぞれ約25％上昇可能性

Å(重回帰）回収システムの改善で約20%、プラ地域循環の実現で約10%上昇可能性
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プラスチックごみの分別協力度

容器包装：筑後地域、北九州市＞久留米市
製品：筑後地域＞久留米市、北九州市

製品の分別協力度が低い原因：
久留米市ではプラスチック製品を回収していない
北九州市ではプラスチック製品を回収したばかり
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実施時間長いほど協
力度が高い
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北九州市の週一回、久留米市の月二
回、大木町・みやま市の週一回の行
政回収制度に依存する
半分程度協力

都市の規模が大きいほど拠点回収の
利用頻度が低い
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北九州市では、民間回収の利用
頻度はやや高い

北九州市と久留米市は拠点回収
の利用頻度が低いと分かった。
全体的、最も高いのは行政回収、
次は民間回収、最後は拠点回収。
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北九州市と久留米市では、拠点回収の周知が不足

筑後地域では、身近な民間回収場所は少ない
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やりがい：筑後地域＞久留米市、北九州市
実感： 筑後地域＞久留米市＞北九州市
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やりがい、実感、プラスチックごみの分別行動では、
実施地域は非実施地域より高い結果となった
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無着色品 着色品

耐久性要求および
安全性要求が強く関係

→高品質であることの表示

環境に良いことをエコラベル
で知らせることが有効

外観、趣味との関係が弱い
着色やデザインで商品開発
が必要

使用経験の広がりや認知が
消費の拡大を生む可能性

無着色
品への
個別要
素の重
回帰





まとめ
Åプラの分別回収には仕組みの工夫が必要 →やりやすさ、効果周知

Å地域で再生プラ品として循環することが有効→やりがい

廃プラは都市油田！

Å高品質再生プラの技術はあるが、川上政策、選別の体制が重要

純度の高い選別、色選別が必要。

ヨーロッパやアジアでは広がっている

Å100%リサイクル社会に向けて、幅広い商品でのリサイクル適応が望
まれる。環境だけでなく、一般商品と変わらないデザイン価値が重要。
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